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県退職者連合情報 №７１		２０１９.４.２２		
	

青森市本町 3-3-11  連合青森内 

℡  017-735-0558   

発行責任者   川村 数彦    	 	 	  青 森 県 退 職 者 連 合 
 ２０１８年度「政策・制度」⾃治体要請  

高齢者支援対策、介護保険などの要請を青森県や６市へ 
 

十和田市、弘前市、つがる市、五所川原市、むつ市、八戸市 
 

日本退職者連合は、昨年秋から「年金、医療、介護」など２０１８年度「政策・制度要求」

について自治体要請を取り組み、全国的には４４の地方退職者連合で実施、要請した自治体

数は５００余りにのぼりました。	

自治体要請行動は２０１４年からスタートし、当時の要請数は１６８でしたので、４年間

で要請数は３倍に拡大しました。	

青森県退職者連合は、１１月１６日（金）に開催した第２８回定期総会で、５年目になる

今年も青森県をはじめ、各自治体（市）に対しての要請行動を取り組むことを確認し、１２

月から３月まで、県と初めての要請となった十和田市など６市で要請行動を行ないました。	

また、地域退連では、要請事項の事前打ち合わせの開催や、地域の独自要求も増えたほか、

昨年同様、要請行動には連合青森をはじめ、各地協議長・事務局長、連合推薦議員にご協力

を頂きました。	
 

 青森県退職者連合  

「要請をしっかり受け止める」、県からは健康福祉部長が対応 

介護予防給付の改善、認知症対策など６項目について求める 
 
青森県退職者連合は、１月２８日（月）１１

時から、青森県に対し２０１８年度「政策・制

度」に関する要請を行いました。	

要請内容と回答要旨については、１２月２８

日(金)事前調整を泉事務局長と県の担当者が

事務レベルで行っていました。	

要請には、県退連から川村会長、蒔田副会長、

泉事務局長、連合青森から大澤副事務局長の４

名が出席しました。また、協力頂いた一戸県議

会議員（連合青森推薦）も同席しました。	 	 	 	 ＜要請書を提出する川村会長など＞	

青森県からは菊地健康福祉部長が部長室で対応、川村会長は県に対し「要請書」を提出	 	

した後、後日「文書回答」するように求め、県からは２月１８日に文書回答されました。	
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-------------＜主な要請事項＞--------------- 

１．予防給付（訪問介護、通所介護）の実態把握と改	

	 善について	 	 	

２．認知症高齢者対策について	 	

３．高齢者支援対策について	

４．「短命県返上」のための県の取り組みについて	

５．低所得者に対する灯油購入費の支給など財政措置	

について	

	 ＜要請に対する部長見解（県側)左＞					６．地域公共交通の充実について	

--------------------------------------------------------------------------------	

 上十三地域退職者連合  

小山田十和田市長に、久慈・畑山市議と共に要請書 
(十和田市) 

（１）要請月日	 ２０１８年１２月５日（金）１４時	

（２）要 請 者	

（上十三地域退連）原子会長	

金濱副会長、妻神事務局長、熊谷幹事	

（協力議員）久慈市議会議員（社民）	

畑山市議会議員（無所属）	

（３）原子会長が要請書を小山田市長に手	

交。十和田市からは、企画財政部長、	

健康福祉部長、土木部長、高齢者福祉	 	 ＜市長に要請書、原子会長（左３人目）＞	

介護課長、企画政策課長など７名が対応し、１月に文書回答が行われました。	

（４）地域退連では「運転免許自主返納への支援事業」や「十和田市立病院駐車場無	

料での利用時間」など３項目の独自要請も行いました。	

	 	

  弘前地域退職者連合  

田口会長、加藤市議と玉田地協事務局長が同席し提出 
（弘前市） 

（１）要請月日	 ２０１９年１月１０日（木）１１時 

（２）要 請 者	

（弘前地域退連）田口会長	

（連合津軽地協）玉田事務局長	 	

					 （協力議員）加藤市議会議員（社民）	

（３）要請に対し、弘前市からは健康福祉部	

長など４名が出席、回答は１月２５日文	

書で行われました。	 	

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 		＜加藤市議、玉田事務局長、田口会長（中）＞ 
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 西北五地域退職者連合   

長谷部事務局長、つがる市・五所川原市へ西北五地協と 
(つがる市)  

（１）要請月日	 ２０１９年２月２２日（金） １１時 

（２）要 請 者		

（西北五地域退連）長谷部事務局長	

	 		 （連合西北五地協）佐藤議長	

秋田谷事務局長	

（３）つがる市からは総務部総務課長、福祉部介	

護課長が出席し要請書を受領、後日回答する	

こととなりました。市からは３月５日、要請	

書に対する回答書が提出されました。	 	 	 	 	 ＜要請書提出、長谷部事務局長＞	

（五所川原市）                  

（１）要請月日	２０１９年３月１２日（火） １５時３０分	

（２）要 請 者	

				 	（西北五地域退連）長谷部事務局長	

（連合西北五地協）秋田谷事務局長	

（３）五所川原市からは、福祉部長と介護福祉	

課長が出席し対応しました。市からは３月	

１５日、要請書に対する回答書が提出され	

ました。	

	

 むつ地域退職者連合  

むつ市と意見交換、三上会長ら幹事会役員など９名で 
（むつ市) 
（１）要請月日	 ２０１９年２月１９日（火） １３時３０分	

（２）要 請 者		

（むつ地域退連）三上会長や幹事会役員９名	

（連合下北地協）真壁事務局長	

	 	 	 （協力議員）目時市議議会議員（社民）	 	 	 	 	

（３）むつ市に対し、２月１９日に要請書を提	

出し、３月１３日に回答書が出されました。	

この回答に対して、３月２５日むつ地域退	

連などから９名、市側から担当部課長１６名	

が出席し、質疑・意見交換を行いました。					＜

三上会長（右）要請書提出＞	 	

	 （４）地域退連では、「むつ市街路灯のとりくみ」「むつ市の高齢化率の推移」「高齢者	
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が永住できる公営住宅の確保」など６項目の独自要求も行いました。	

	 	 	 	 	 	

 三八地域退職者連合  

今年も小林八戸市長に上杉会長など三役で要請 
（八戸市 ） 

（１）	要請月日	 ２０１９年３月２９日（木） １５時 

（２）	要 請 者	

（三八地域退連）上杉会長・和田副会長	

	 	 	 	 	 	 	 		 		 松森事務局長	

	 	 			 （連合三八地協）鈴木事務局長	

（３）上杉会長が要請書を八戸市長に提出、市側か	

らは小林眞市長のほか担当者が対応しました。	

要請書に対する文書回答は別途行われます。	 	＜小林市長（左）に三役で要請＞	
 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～	

 第１回幹事会・事務局長会議（２．２２）  

連合青森より、新しい「県退連旗」「地域退連旗」贈られる 
 

	 青森県退職者連合は、２月２２日（金）「第１回

幹事会・事務局長会議」を東北労金会議室で開催し

ました。会議には幹事会から１２名、地域退連会

長・事務局長など６名、連合青森から大澤副事務局

長の１９名が出席しました。	

会議では、「全国事務局長会議」の報告の後、今

年度も活動の重点を「１万名組織」に向けた組織拡

大に置くことなど「年間行動計画」を確認しました。	

今年度も組織拡大を重点課題に取り組む。 

また、２０１６年の組織名称の改正以来の懸案であった「新しい退職者連合旗」につい

て、連合青森の全面的な協力により、県退連と地域退連共に作成することが出来、当日

贈呈を行いました。連合青森のご支援に感謝申し上げます。	

	 	 	 	 （東青・上十三・西北五の退連旗）	 	 	 	 	 	 	 	 （弘前・三八・むつの退連旗） 
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「２０１９年⻘森県⾼齢者集会」 ９⽉２１⽇（⼟）１３時 ⻘森県労働福祉会館 

 第２５回参議院議員選挙  

連合青森が「小田切さとる」氏（青森県選挙区）の推薦決定 

日本退職者連合からも推薦状交付、現退一致で取り組む 
	

連合青森は３月１日第１６回執行委員会を開催し、７月に行わ

れる参議院選挙「青森県選挙区」に「小田切達（おだぎりさとる）」

氏の推薦を決定しました。 
連合本部は３月７日に開催した第２０回中央執行委員会、日本

退職者連合は３月２０日に開催した第４回幹事会でそれぞれ推薦

決定を行いました。 
	 これを受けて３月２０日（水）、連合青森と日本退職者連合から

推薦状を交付、連合青森からは内村会長、日本退職者連合（人見

会長）からの推薦状は、青森県退職者連合嶋田副会長が手交し必

勝を誓い合いました。 
（小田切さとるプロフィール） 

	 ◎１９５７年青森県生まれ（６１歳）弁護士 
	 ◎所属政党	 立憲民主党 
	 ◎主な経歴 
	 	 ・１９８４年３月	 北海道大学法学部卒業 
	 	 ・１９９１年４月	 弁護士登録 
	 	 ・２００５年４月	 青森県弁護士会会長 
・２００８年４月	 青森県弁護士会会長 

	 ◎主な公職 
＜嶋田副会長（右）が推薦状交付＞	 	 	 	 ・国立弘前大学監事・県入札監視委員会委員長など 

~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~ 

「第１１回幸せさがし文化展」作品募集のお知らせ 

教育文化協会が主催し、連合や退職者連合が後援する「第１１回幸せさがし文化展」が今

年も開催されます。退職者連合は７年前から毎年、全国の退職者の会に加入する会員に広く

応募を呼びかけていますので、ぜひご応募ください。募集期間は５月３１日まで。 
「募集要領」など応募に関する問い合わせは、各地域退職者連合へ。 
	 ◆募集内容・・・絵画、写真、書道、俳句、川柳 
	 ◆応募資格・・・どなたでも応募可  	 ◆締め切り・・・２０１９年５月３１日（水） 
	 ◆賞	 	 金・・・①絵画、写真、書道	  

大賞各１０万円・シニア特別賞（８０歳以上対象）３万円 
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	 	 	 	 	 	 	 	 	 ②俳句（テーマ：自由題）、川柳（題詠：「やさしい」）各１人２句まで	  
大賞各５万円・シニア特別賞（８０歳以上対象）３万円 

＜地域退職者連合の動き＞  
 
	 今回は前号「７０号（１．１）」に掲載できなかった２地域退連の模様を掲載します	
 
 むつ地域退職者連合第１９回定期総会 （１２月６日）  

学習会や自治体要請について、意見・要望を反映 

むつ地域退職者連合は、１２月６日（木）１１時からむつ市・まさかりプラザで、代議員・
役員・来賓など２０名が出席し第１９回定期総会を開催しました。	

三上会長は、「学習会を企画するが、内容についての要望があれば出してほしい」との補
足を含めた挨拶を行いました。その後、来賓の川村県退連会長、真壁下北地協事務局長、木

立東北労金むつ支店長、河野全労済むつ支所長からそれぞれ挨拶がありました。	
討論では、自治体要請の中に「年金受給者が入れる公営住宅を」との要望が出され、要請

に反映させることになりました。総会終了後は、交流会が行われました。	

	 三役は下記のとおり	

	

会	 	 長	 三上	 光春	 ＮＴＴ退職者の会	 副	会	長	 川上	 常春	 下北交通壮寿会	

事務局長	 気仙	 忠文	 林退会むつ	 	

 

 弘前地域退職者連合第２１回定期総会 （１２月２２日）  

新事務局長に松原氏（自治体）を選出、副会長は２名制に 

弘前地域退職者連合第２１回定期総会は、１２月２２日（土）１０時から総合学習センタ

ーで開催されました。総会には、役員と代議員、来賓など２３名が出席しました。	
田口会長、来賓の泉県退連事務局長、谷川津軽地協議長、工藤労金弘前支店長、佐藤全労

済弘前支所長の挨拶の後、議事が進められました。	
討論では、南黒の組織化や未加入の退職者会への働きかけなど、組織整備と拡大に対する

意見が出されました。	
役員については、副会長を２名体制にし、長い間事務局長を務めた久保田氏が副会長に就

任、新事務局長に松原氏を選出したほか、今後さらに役員体制を補強する方向で検討するこ
ととしました。新三役は下記のとおり。	

	

会	 	 長	 田口	 勝彦	 ＮＴＴ退職者の会	 副	会	長	 福士	 歳昭	 農水省退職者の会	

副	会	長	 久保田	 勝	 ＪＰ労組退職者の会	 事務局長	 松原	 孝男	 自治体退職者会	

(５月の主な予定)----------------------------------------------------------------- 
	
ろうきん退職者の会総会 ５月 ８日（水）１１時 労金会議室	  泉事務局長	

退女教あすなろ会総会 ５月１０日（金）１１時 教育会館 川村会長	

ＪＲ総連県協ＯＢ会総会 ５月１８日（土）１１時 ロマントピアそうま 嶋田副会長 

東北・北海道ブロック協議会総会 ５月２８日（火）１３時 ラ・プラス青い森 四役・連合青森 

 


